
証券コード 3065
2024年５月７日

（電子提供措置の開始日 2024年５月１日）

株 主 各 位
大阪府吹田市江坂町１丁目13番41号

代表取締役社長 大 平 毅

第38期定時株主総会招集ご通知
拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
さて、当社第38期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご案内申しあげます。
本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の下記ウェブサイ

トに電子提供措置事項を掲載しております。下記の当社ウェブサイトにアクセスのうえ、「株主
総会関連資料」を選択して、ご確認くださいますようお願い申しあげます。

当社ウェブサイト http://www.meshiya.co.jp/ir/
また、上記のほか、インターネット上の下記ウェブサイトにも掲載しております。
東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show
（上記ウェブサイトにアクセスいただき、「ライフフーズ」又は当社証券コード「3065」を
入力・検索し、「基本情報」「縦覧書類/PR情報」を順に選択のうえ、ご確認ください。）

なお、当日のご出席に代えて、書面によって議決権を行使することができますので、お手数な
がら電子提供措置事項に掲載の株主総会参考書類をご検討のうえ、同封の議決権行使書用紙に議
案に対する賛否をご表示いただき、2024年５月22日（水曜日）午後６時までに到着するよう、ご
返送くださいますようお願い申しあげます。

敬 具
記

1. 日 時 2024年５月23日（木曜日）午前10時00分
2. 場 所 大阪府吹田市江坂町１丁目13番41号 江坂ＮＫビル５階

ＪＥＣ日本研修センター ５Ａ－２会議室
3. 目 的 事 項

報告事項 第38期（2023年３月１日から2024年２月29日まで）
事業報告及び計算書類の内容報告の件

決議事項
第１号議案 資本準備金及び利益準備金の額の減少並びに剰余金の処分の件
第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）３名選任の件

4. その他招集にあたっての決定事項
議決権行使書面において、議案に賛否の表示がない場合は、賛成の意思表示をされたも

のとして取り扱わせていただきます。
以 上

・当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を、会場受付にご提出くだ
さいますようお願い申しあげます。また、株主総会にご出席されない場合、議決権を
有する他の株主の方１名を代理人とすることが可能です。ただし、代理権を証明する
書面の提出が必要となりますのでご了承ください。

・電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトにその旨修正
前及び修正後の内容を掲載させていただきます。
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事 業 報 告
(2023年３月１日から2024年２月29日まで)

Ⅰ. 会社の現況に関する事項
(1) 事業の経過及び成果

当事業年度における我が国の経済は、新型コロナウイルス感染症の分類が５類感染症へ移
行し、人流が回復基調となったことに伴い、個人消費及びインバウンド需要等社会経済活動
が正常化しつつあったものの、原材料価格や光熱費の高止まり等による物価高騰、人件費の
上昇、ウクライナ情勢の長期化など、依然として先行き不透明な状況が続いております。

このような環境の下、当社は、従業員の労働時間の短縮、設備投資抑制による資産の圧
縮、人件費や家賃等の販管費の圧縮、原材料価格の高騰に伴うメニューの見直し、ザめしや
業態のカフェテリア方式をご注文を受けてから調理しご提供するツーオーダーとの一部併
用、収益改善の見込めない店舗の業態転換や退店、各業態での公式アプリ導入等、事業活動
継続のための施策を実施してまいりました。店舗では新型コロナウイルス感染症予防対策を
継続し、従業員の健康管理とお客様の安心・安全の確保に努めております。並行して、全業
態で宅配サービスを導入しており、「出前館」「ＵｂｅｒＥａｔｓ」「Ｗｏｌｔ」と連携し、
宅配サービスを拡充しております。また、2023年10月及び2024年２月に一部価格改定を実施
し、収益力の向上に取組んでおります。
当事業年度の店舗展開につきましては、閉店が21店舗となった結果、期末店舗数は95店舗

となりました。
以上の結果、新型コロナウイルス感染症拡大の影響が顕著になった2020年２月以降、来店

客数が減少したものの、当期は売上高は10,426,241千円（前年同期比 5.4％増）、営業損失
は25,186千円（前年同期は営業損失593,794千円）、経常利益は5,843千円（前年同期は経常
損失204,562千円）、当期純損失は734,843千円（前年同期は当期純損失447,726千円）となり
ました。

業態別の売上状況 （単位：千円）

期

業 態

第37期
2022年３月１日から
2023年２月28日まで

第38期
2023年３月１日から
2024年２月29日まで

金 額 構 成 比 金 額 構 成 比

％ ％

ザ め し や 3,835,016 38.8 3,836,796 36.8

街 か ど 屋 （ザ め し や 24) 3,719,232 37.6 4,155,707 39.9

讃 岐 製 麺 976,183 9.9 1,119,073 10.7

め し や 食 堂 842,185 8.5 825,135 7.9

そ の 他 515,663 5.2 489,528 4.7

合 計 9,888,281 100.0 10,426,241 100.0
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(2) 資金調達の状況

該当事項はありません。

(3) 設備投資の状況

当事業年度中において実施しました新規出店及び改装店舗等に対する設備投資の総額は

216,036千円であります。

(4) 財産及び損益の状況の推移

回 次 第35期 第36期 第37期 第38期

決 算 年 月 2021年２月 2022年２月 2023年２月 2024年２月

売 上 高 （千円) 9,226,387 8,715,679 9,888,281 10,426,241

経常利益又は経常損失(△) （千円) △1,166,698 144,030 △204,562 5,843

当期純利益又は当期純損失(△) （千円) △1,693,489 60,693 △447,726 △734,843

１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失(円) △553.08 19.82 △146.19 △239.80

総 資 産 額 （千円) 6,928,932 6,774,577 6,091,452 4,638,288

純 資 産 額 （千円) 2,367,755 2,428,991 1,981,264 1,257,279

(注)1. 2023年２月期の期首より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号2020年３月31日）等を適用

しております。

(注)2. 記載金額は千円未満をそれぞれ切り捨てて表示しており、１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損

失は小数点第２位未満を四捨五入して表示しております。

(注)3. 当社が2012年10月15日開催の取締役会において、従業員の新しい福利厚生サービスとして自社の株式を給

付する「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」を導入することを決議したことに伴い、１株当たり当期純利益

又は１株当たり当期純損失を算定するための普通株式の期中平均自己株式数については、株式会社日本カ

ストディ銀行（信託Ｅ口）が所有する当社株式を含めております。なお、自己株式に関する事項につきま

しては後記の「Ⅱ. 株式に関する事項」の注記をご参照ください。

(5) 対処すべき課題

新型コロナウイルス感染症の分類が５類感染症へ移行し、人流が回復基調となったことに

伴い、個人消費及びインバウンド需要等社会経済活動が正常化しつつあったものの、原材料

価格や光熱費の高止まり等による物価高騰、人件費の上昇、ウクライナ情勢の長期化など、

依然として先行き不透明な状況が続いております。

このような状況において、衛生管理の徹底と既存業態の進歩・進化と不採算店舗の閉店を

考えております。また、人材育成を課題と認識しており社員研修での教育及びやりがいのあ

る企業風土作りに努め、組織力の活性化及び幅広い顧客層にこたえるバリューメニューの開

発、食の安全性、食の品質を重視し顧客満足度の向上を課題といたします。各業態ブランド

力を強化し、競合他社との差別化や「Ｑ・Ｓ・Ｃ」（クオリティ・サービス・クレンリネス）

レベルのさらなる向上をめざし、利益率を高め、資本効率を向上させるとともに、既存店の

改装及び新メニュー開発を促進して、お客様が要望される店舗作りに注力いたします。株主

各位におかれましては、今後とも一層のご支援を賜りますようお願い申しあげます。
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(6) 主要な事業内容

当社の事業は、料理、飲食物の調理・販売を主とし、和食を中心としたレストラン業であ

ります。

カフェテリアスタイルの「ザめしや」、「めしや食堂」、及びファーストフードスタイルの

「街かど屋(ザめしや24）」、カフェテリアスタイルのうどん店「讃岐製麺」をチェーン展開

し、関西地区（大阪、兵庫、京都、滋賀、奈良）、中部地区（愛知、三重、岐阜）、中国地区

（岡山）の２府７県に及んでおります。

(7) 主要な事業所

本社 ― 大阪府吹田市

サポートセンター ― 大阪府高槻市

大阪府 28店 大阪市東住吉区他

兵庫県 12店 兵庫県姫路市他

京都府 ４店 京都市南区他

奈良県 ４店 奈良県橿原市他

愛知県 41店 名古屋市中区他

三重県 ３店 三重県津市他

岐阜県 ２店 岐阜県大垣市他

岡山県 １店 岡山市北区

(8) 使用人の状況

区 分 使 用 人 数 前期末比増減(△) 平 均 年 齢 平均勤続年数
名 名 才 年

男性 194 △25 44.2 20.3

女性 6 1 41.6 13.8

合計又は平均 200 △24 44.0 20.0

(注) 上記以外にパートタイマーの期中平均人数は、839名（８時間換算）であります。
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(9) 主要な借入先の状況

借 入 先 借 入 残 高

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 260,000 千円

株 式 会 社 紀 陽 銀 行 228,443

株 式 会 社 関 西 み ら い 銀 行 196,386

株 式 会 社 伊 予 銀 行 133,360

株 式 会 社 京 都 銀 行 123,361

大 阪 府 信 用 農 業 協 同 組 合 連 合 会 70,000

株 式 会 社 徳 島 大 正 銀 行 63,388

株 式 会 社 滋 賀 銀 行 53,348

株 式 会 社 三 菱 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 50,000

株 式 会 社 り そ な 銀 行 49,970

株 式 会 社 百 十 四 銀 行 47,000

株 式 会 社 名 古 屋 銀 行 41,690

株 式 会 社 南 都 銀 行 21,510

(注) 記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

(10) その他企業の現況に関する重要な事項

当社は、新型コロナウイルス感染症の分類が５類感染症へ移行し、人流が回復基調となっ
たことに伴い、個人消費及びインバウンド需要等社会経済活動が正常化しつつあったもの
の、原材料価格や光熱費の高止まり等による物価高騰、人件費の上昇、ウクライナ情勢の長
期化などにより営業損失を計上することになりました。

これらの状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存在してお
りますが、当該重要事象等を解消、改善するための対応策として、事業の収益改善及び費用
削減等の施策を行い、財務状況の安定化を図っております。
収益改善対策として、ザめしや業態のカフェテリア方式を、対面方式でご注文を受けてか

ら調理しご提供するツーオーダーとの一部併用、収益改善の見込めない店舗の業態転換や退
店、各業態での公式アプリ導入による売上向上等に努めております。
また、エネルギー価格や原材料価格の高騰に伴うコスト上昇に対応するため、メニューや

販売価格を見直してまいります。
さらに、収益を最大化させるため、店舗ごとの状況に応じた営業時間の見直し等により、

全社的な収益性の改善を図ってまいります。
なお、資金面については、2024年期末において2,693,297千円の現金及び現金同等物を有

しており、当社の事業規模を勘案しても当面の事業資金を確保しており、資金繰り上の懸念
はありません。
以上により、当社として継続企業の前提に関する重要な不確実性は認められないと判断し

ております。
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Ⅱ. 株式に関する事項

① 発行可能株式総数 普通株式 4,800,000株

② 発行済株式の総数 普通株式 3,660,400株

③ 当事業年度末の株主数 2,415名

④ 大株主（上位12名）

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

公益財団法人ライフスポーツ財団 600,000 株 18.41 ％

清 久 商 事 株 式 会 社 524,800 16.10

清 水 三 夫 409,200 12.55

ラ イ フ フ ー ズ 従 業 員 持 株 会 260,900 8.00

株式会社日本カストディ銀行
（信 託 Ｅ 口）

189,700 5.82

麒 麟 麦 酒 株 式 会 社 100,000 3.07

ケ イ 低 温 フ ー ズ 株 式 会 社 60,000 1.84

株 式 会 社 昭 和 60,000 1.84

株 式 会 社 紀 陽 銀 行 40,000 1.23

株式会社神明ホールディングス 40,000 1.23

清 水 京 子 40,000 1.23

清 水 周 一 40,000 1.23

(注)1. 当社の当該大株主への出資はありません。

(注)2. 自己株式については上位10名に入りますが、上記の表からは除いております。また持株比率については自

己株式（400,879株）を控除して計算しております。

(注)3. 株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）の所有株式189,700株は、2012年10月15日開催の取締役会にて

導入した、「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」に係る当社株式であります。
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Ⅲ. 会社役員に関する事項
(1) 取締役の氏名等

会社における地位 氏 名
担 当 及 び
重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 社 長 大 平 毅
執行役員管理本部長兼開発建設
部長兼業態開発部長

取 締 役 菅 本 祥 宏
営業本部長兼営業本部商品部長
兼ＦＦ事業部長

取 締 役 清 水 哲 二

取締役（常勤監査等委員） 新 家 祥 孝

取 締 役 （監 査 等 委 員） 柴 田 昇
ミカタ税理士法人／代表
ミカタコンサルティング株式会
社／代表取締役社長ＣＥＯ

取 締 役 （監 査 等 委 員） 長 澤 哲 也

弁護士法人大江橋法律事務所／
弁護士
神戸大学大学院法学研究科／客
員教授

(注)1. 取締役（監査等委員) 柴田昇氏、長澤哲也氏は、会社法第２条第15号に定める社外取締役であります。

(注)2. 監査等委員会の監査・監督機能を強化するため、取締役（監査等委員を除く）からの情報収集及び重要な

会議における情報共有並びに内部監査部門と監査等委員会との十分な連携を可能とすべく、常勤の監査等

委員を選定しております。

(注)3. 取締役（監査等委員） 柴田昇氏は、税理士の資格を有しており、財務及び会計に関する相当程度の知見

を有するものであります。

(注)4. 取締役（監査等委員) 長澤哲也氏は、弁護士として法務に関する豊富な経験と幅広い見識を有するもの

であります。

(注)5. 当社は、取締役（監査等委員) 柴田昇氏、長澤哲也氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として

指定し、同取引所に届け出ております。

(2) 責任限定契約の内容の概要

当社と業務執行取締役等でない取締役及び各社外取締役（監査等委員）は、会社法第427

条第１項の規定に基づき、同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結してお

ります。

当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令の定める最低責任限度額としておりま

す。
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(3) 役員等賠償責任保険契約の内容の概要

当社は保険会社との間で、取締役を被保険者として、会社法第430条の３第１項に規定す

る役員等賠償責任保険契約を締結しております。当該契約は、取締役がその職務の遂行に関

し、保険期間中に、当社並びに株主、投資家及び従業員その他第三者から損害賠償請求等を

受けた場合において、損害賠償金・訴訟費用等を負担することによって被る損害を当該保険

契約により填補することとしております。なお、保険料は特約部分も含め全額当社負担とし

ており、被保険者の実質的な保険料負担はございません。

(4) 取締役の報酬等の額

区分
対象役員
の員数

報酬等の額

報酬等の種類別の総額

基本報酬
年次業績
連動報酬

株式報酬 退職慰労金

取締役
(監査等委員を除く)

３名 24,708千円 24,708千円 ― ― ―

取締役（監査等委員）
(うち社外取締役)

３名
(２名)

9,963千円
(2,400千円)

9,963千円
(2,400千円)

― ― ―

(注)1． 株主総会決議(2021年５月27日)による取締役（監査等委員を除く）の報酬限度額は年額300,000千円以内、

取締役(監査等委員)の報酬限度額は年額50,000千円以内であります。当該定時株主総会終結時点の取締役

（監査等委員を除く）の員数は３名、取締役（監査等委員）の員数は３名です。

(注)2. 上記のほか、当事業年度において役員退職慰労引当金繰入額等として取締役（監査等委員を除く）３名に

対し2,455千円、取締役（監査等委員）１名に対し618千円（社外取締役２名に対しては計上しておりませ

ん）の合計3,073千円を費用処理しております。

(5) 取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針
当社は、取締役会において、取締役の個人別の報酬等の内容の決定方針を決議しておりま

す。また、取締役会は、当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等について、報酬等の内容
の決定方法及び決定された報酬等の内容が当該決定方針と整合していることから、当該決定
方針に沿うものであると判断しております。
（基本方針）

当社の取締役の報酬は、企業価値の持続的な向上を図るインセンティブとして十分に
機能するよう株主利益と連動した報酬体系とし、個々の取締役の報酬の決定に際して
は、各職責を踏まえた適正な水準とすることを基本方針としております。具体的には、
業務執行取締役及び社外取締役の報酬は、固定報酬としての基本報酬及び退職慰労金に
より構成することとしております。

（基本報酬の個人別の報酬等の額の決定に関する方針）（報酬額を与える時期又は条件の
決定に関する方針を含む）

当社の取締役の基本報酬は、月例の固定報酬とし、役位、職責、在任年数に応じて他
社水準、当社の業績、従業員給与の水準をも考慮しながら、総合的に勘案して決定する
ものとしております。
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（取締役の個人別の報酬等の内容についての決定に関する事項）
個人別の報酬額については、2021年５月27日開催の第35期定時株主総会において決議

された報酬限度額の範囲内で、該当事業年度の経営成績における貢献度並びにそれぞれ
の職務と責任に応じた報酬額を、監査等委員会の意見も踏まえたうえで、取締役会の決
議によって決定するものとしております。

(6) 社外役員に関する事項

① 他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該法人等との関係

区分 氏名 兼職先法人等 兼職の内容

取締役
(監査等委員)

柴 田 昇
ミカタ税理士法人 代表取締役

社長ＣＥＯミカタコンサルティング株式会社

取締役
(監査等委員)

長 澤 哲 也
弁護士法人大江橋法律事務所 弁護士

神戸大学大学院法学研究科 客員教授

(注) なお、当社は社外役員の兼職先法人等との間には特別な利害関係はありません。

② 社外役員の事業年度における主な活動状況

区分 氏名 活動状況及び期待される役割に関して行った職務の概要

取締役
(監査等委員)

柴 田 昇

当事業年度開催の取締役会６回のうち、監査等委員とし
て６回出席し、また、当事業年度開催の監査等委員会
回全てに出席し、主に税理士として専門的見地から発言
を行っており、適切な役割を果たしております。

取締役
(監査等委員)

長 澤 哲 也

当事業年度開催の取締役会６回のうち、監査等委員とし
て６回出席し、また、当事業年度開催の監査等委員会
回全てに出席し、主に弁護士として専門的見地から発言
を行っており、適切な役割を果たしております。
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Ⅳ. 会計監査人に関する事項
(1) 会計監査人の名称

仰星監査法人

(2) 当社の当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

①当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 18,000千円

②当社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 18,000千円

(注)1. 当社監査等委員会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を踏ま

え、会計監査人が提出した監査計画の妥当性や適正性等を確認し検討した結果、会計監査人の報酬

等は合理的な水準であると判断し、会社法第399条第１項の同意を行っております。

(注)2. 当社と会計監査人との間の監査契約において、「会社法」に基づく監査と「金融商品取引法」に基づ

く監査の監査報酬の額を区別しておらず、実質的にも区別できないため、上記①の金額にはこれら

の合計額を記載しております。

(3) 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針

監査等委員会は、会計監査人においてその職務遂行に関する公平さの確保ができないもの

と合理的に疑うべき事情が判明した場合には解任又は不再任とします。
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Ⅴ. 業務の適正を確保するための体制等の整備についての概要
取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他業務の適正

を確保するための体制についての決定の内容の概要は以下のとおりであります。

内部統制システム基本方針

１．取締役・使用人の職務執行が法令・定款に適合することを確保するための体制

① コンプライアンス委員会を設置することによって、企業倫理・法令遵守の方針を策定し、

全社的なコンプライアンス体制の整備に努めてまいります。

② 内部監査室は、定期的に行う各部門監査の中で法令遵守の状況に関する監査を行っており

ます。

③ 外部の弁護士等の専門家と顧問契約を締結し、客観的な立場からのアドバイスを得ること

により法令違反を未然に防ぐ体制を整えてまいります。

２．取締役の職務執行に係る情報の保存及び管理に関する事項

「文書管理規程」に基づき取締役の職務執行に係る情報と文書等を記録し、保存しておりま

す。

３．損失の危険の管理に関する規定その他の体制

① 自然災害、盗難等の事業過程以外で発生する可能性のあるリスクについては、当該リスク

軽減の物理的予防措置を講じるほか、損害保険契約締結等、経営に及ぼす影響を最小限に

とどめる措置を講じてまいります。

② 新たに想定されるリスクが発生した場合は直ちに取締役会において協議し、必要な措置を

講じます。

４．取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

職務分掌権限規程において使用人への権限委譲を明確化し、取締役会規定及び稟議申請規程

によって職務執行手続等を明確化しております。

５．監査等委員会の職務を補助すべき使用人に関する事項

その使用人の取締役からの独立性に関する事項及び当該使用人に対する指示の実効性の確保

に関する事項

① 監査等委員会が必要と認めた場合、重要性に鑑み、専任又は兼任の別、及びその人員につ

いて決議し、当該補助使用人の独立性に配慮しております。
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② 監査等委員会の職務を補助すべき使用人は、他部署の使用人を兼務せず、監査等委員の指

揮命令に従わなければなりません。

③ 内部規定において、監査等委員会の職務を補助すべき使用人に関し、監査等委員の指揮命

令に従う旨を定め、当該指揮命令に従わなかった場合には社内処分の対象となります。

６．取締役及び使用人が監査等委員会に報告するための体制、その他の監査等委員会への報告に

関する体制

取締役及び使用人は著しい損害を及ぼすおそれのあることを発見した場合、その旨監査等委

員会に報告いたします。

７．監査等委員会へ報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取り扱いを受けない

ことを確保するための体制

① 監査等委員会へ報告を行った者に対し、当該報告をしたことを理由として不利な取り扱い

を行うことを禁止し、その旨を社内に周知徹底しています。

② 内部通報制度により、監査等委員会に対して直接通報を行うことができることを定めてお

り、当該通報をしたこと自体による解雇その他の不利な取り扱いの禁止を明記しておりま

す。

８．監査等委員の職務の執行について生ずる費用の前払い又は償還の手続その他の当該職務の執

行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項

① 監査等委員がその職務の執行について、会社法第399条の２第４項に基づく費用の前払い

等の請求をしたときは、担当部署において審議のうえ、当該請求に係る費用又は債務が当

該監査等委員の職務執行に必要でないと認められた場合を除き、速やかに当該費用又は債

務を処理します。

② 監査等委員会が、独自の外部専門家（弁護士、公認会計士等）を監査等委員のための顧問

とすることを求めた場合、当該監査等委員の職務の執行に必要でないと認められた場合を

除き、その費用を負担します。

③ 監査等委員の職務の執行について生ずる費用等を支弁するため、毎年一定額の予算を設け

ます。

９．その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制

① 必要と認めた場合は、外部専門家及び内部監査室との連携を行うものとしております。

② 監査等委員会と代表取締役との間で定期的に意見交換会を行っております。
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（業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要）

当社の業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は以下のとおりでありま

す。

当社の内部統制システム全般の整備・運用状況を当社の内部監査室がモニタリングし

改善を進め、定期的に取締役及び監査等委員会に報告するとともに、取締役を委員長と

するコンプライアンス委員会を設置しております。当該委員会ではコンプライアンス体

制の運用強化と問題の解決に努めております。

また、コンプライアンスに対する意識向上を図るため当社は「行動基準」を定め社内

グループウェアで公開するとともに役員及び社員が法令・定款及び社会規範を遵守する

ための取組みを継続的に行っております。内部通報制度として当社人総部及び社外取締

役（監査等委員）を窓口とするコンプライアンス相談窓口を設けており、内部監査室は

内部監査計画に基づいた内部監査を実施しリスク情報の早期発見と対応に努めておりま

す。

Ⅵ．会社の剰余金の配当等の決定に関する方針
当社は、株主の皆様に対する利益還元については、安定的かつ継続して配当を行うこと

が、最も重要であると考えており、定款第34条の規定に基づき取締役会の決議により決定し
ております。
しかしながら、当事業年度においては、新型コロナウイルス感染症の分類が５類感染症へ

移行し、人流が回復基調となったことに伴い、個人消費及びインバウンド需要等社会経済活
動が正常化しつつあったものの、原材料価格や光熱費の高止まり等による物価高騰、人件費
の上昇、ウクライナ情勢の長期化など、依然として先行き不透明な状況が続いております。
誠に遺憾ではありますが、当事業年度の配当金は、無配とさせていただきます。
安定的に利益が確保できる体制を確実なものとし、早期の復配をめざす所存です。
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貸 借 対 照 表
(2024年２月29日現在)

（単位：千円）

科 目 金 額 科 目 金 額

( 資 産 の 部 ) ( 負 債 の 部 )
流 動 資 産 3,264,822 流 動 負 債 1,962,051
現 金 及 び 預 金 2,793,297 買 掛 金 273,021
売 掛 金 100,088 １年内返済予定長期借入金 783,357
商 品 4,555 未 払 金 306,581
原 材 料 及 び 貯 蔵 品 52,620 未 払 費 用 342,278
前 払 費 用 133,833 未 払 法 人 税 等 35,229
未 収 入 金 165,689 未 払 消 費 税 等 125,253
そ の 他 14,736 前 受 収 益 24,616

預 り 金 14,521
賞 与 引 当 金 57,192

固 定 資 産 1,373,466 固 定 負 債 1,418,958
有形固定資産 406,773 長 期 借 入 金 556,410
建 物 366,058 長 期 未 払 金 110,943
構 築 物 9,782 退 職 給 付 引 当 金 656,573
機 械 及 び 装 置 ― 役員退職慰労引当金 37,316
工具、器具及び備品 30,703 長 期 預 り 保 証 金 48,678
土 地 228 繰 延 税 金 負 債 8,987

そ の 他 47
無形固定資産 96,591
ソ フ ト ウ エ ア 14,190 負 債 合 計 3,381,009
電 話 加 入 権 25,563
そ の 他 56,837 ( 純 資 産 の 部 )

株 主 資 本 1,257,279
投 資 そ の 他 の 資 産 870,101 資 本 金 100,000
投 資 有 価 証 券 200,000 資本剰余金 2,427,327
出 資 金 6,153 資 本 準 備 金 1,537,526
長 期 貸 付 金 40,181 そ の 他 資 本 剰 余 金 889,801
破 産 更 生 債 権 等 510 利益剰余金 △1,121,876
長 期 前 払 費 用 13,431 利 益 準 備 金 12,000
差 入 保 証 金 610,335 そ の 他 利 益 剰 余 金 △1,133,876
貸 倒 引 当 金 △510 別 途 積 立 金 146,000

繰 越 利 益 剰 余 金 △1,279,876
自 己 株 式 △148,171
純 資 産 合 計 1,257,279

資 産 合 計 4,638,288 負 債 純 資 産 合 計 4,638,288

(注) 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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損 益 計 算 書
(2023年３月１日から2024年２月29日まで)

（単位：千円）

科 目 金 額

売 上 高 10,426,241

売 上 原 価 3,543,537

売 上 総 利 益 6,882,703

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 6,907,889

営 業 損 失 25,186

営 業 外 収 益

受 取 利 息 1,057

有 価 証 券 利 息 1,576

受 取 家 賃 90,245

そ の 他 35,733 128,611

営 業 外 費 用

支 払 利 息 11,258

賃 貸 収 入 原 価 83,370

そ の 他 2,953 97,582

経 常 利 益 5,843

特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 1,000

受 取 補 償 金 80,000 81,000

特 別 損 失

固 定 資 産 除 却 損 6,913

減 損 損 失 336,534

店 舗 閉 鎖 損 失 97,427

そ の 他 29,111 469,987

税 引 前 当 期 純 損 失 383,144

法人税、住民税及び事業税 35,229

法 人 税 等 調 整 額 316,470 351,699

当 期 純 損 失 734,843

(注) 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書
(2023年３月１日から2024年２月29日まで)

（単位：千円）

株 主 資 本

資本金
資 本 剰 余 金

資本準備金 その他資本剰余金 資本剰余金合計

当 期 首 残 高 100,000 1,537,526 884,522 2,422,048

事 業 年 度 中 の 変 動 額

当 期 純 損 失

自 己 株 式 の 処 分 5,279 5,279

事 業 年 度 中 の 変 動 額 合 計 ― ― 5,279 5,279

当 期 末 残 高 100,000 1,537,526 889,801 2,427,327

株 主 資 本

利 益 剰 余 金

自己株式
株 主

資本合計
利 益

準 備 金

その他利益剰余金
利 益 剰

余金合計
別 途

積 立 金

繰越利益

剰 余 金

当 期 首 残 高 12,000 146,000 △545,033 △387,033 △153,751 1,981,264

事 業 年 度 中 の 変 動 額

当 期 純 損 失 △734,843 △734,843 △734,843

自 己 株 式 の 処 分 5,580 10,859

事 業 年 度 中 の 変 動 額 合 計 △734,843 △734,843 5,580 △723,984

当 期 末 残 高 12,000 146,000 △1,279,876 △1,121,876 △148,171 1,257,279

純 資 産 合 計

当 期 首 残 高 1,981,264

事 業 年 度 中 の 変 動 額

当 期 純 損 失 △734,843

自 己 株 式 の 処 分 10,859

事 業 年 度 中 の 変 動 額 合 計 △723,984

当 期 末 残 高 1,257,279

(注) 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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個別注記表
１ 重要な会計方針

(1) 資産の評価基準及び評価方法

① 有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券

償却原価法（定額法）によっております。

② 棚卸資産の評価基準及び評価方法

商品・原材料及び貯蔵品の評価方法は、最終仕入原価法（貸借対照表価額については収

益性の低下に基づく簿価切下げの方法）を採用しております。

(2) 固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産

定率法を採用しております。

ただし1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備は除く）並びに2016年４月

１日以降に取得した建物附属設備及び構築物については定額法を採用しております。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物 ６年～ 39年

構築物 10年～ 45年

工具、器具及び備品 ２年～ 20年

② 無形固定資産

定額法を採用しております。

なお、自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基

づく定額法を採用しております。

(3) 引当金の計上基準

① 貸倒引当金

債権の貸倒損失に備えるために、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債

権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しており

ます。

② 賞与引当金

従業員に対して物価上昇の影響による生活支援金として支給するため、支給見込額に

基づき計上しております。
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③ 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるために、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基

づき、計上しております。

ａ.退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属

させる方法については、給付算定式基準によっております。

ｂ.数理計算上の差異の費用処理方法

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以

内の一定の年数（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業

年度から費用処理しております。

④ 役員退職慰労引当金

役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく当事業年度末要支給額を計上し

ております。

(4) 収益及び費用の計上基準

当社は和食を中心としたレストランをチェーン展開しております。

収益は、主に店舗を利用されるお客様を顧客とし、顧客からの注文に基づく料理を提供した

時点で履行義務が充足されることから、当該時点で収益を認識しております。また、顧客が

クーポン等を使用する場合は、対価からクーポン等により充当された金額を減額しておりま

す。

２ 会計上の見積りに関する注記

会計上の見積りにより当事業年度に係る計算書類にその額を計上した項目であって、翌事

業年度に係る計算書類に重要な影響を及ぼす可能性のあるものは、次のとおりです。

(1) 固定資産の減損

有形固定資産 406,773千円

減損損失 336,534千円

当社は、原則、各店舗を資産グループとして減損の兆候判定を行っております。減損の兆

候がある場合には、当該資産グループから得られる割引前将来キャッシュ・フローの総額と

帳簿価額を比較することにより、当該資産又は資産グループについて減損損失を認識するか

どうかの判定を行っております。

減損の兆候判定や認識の要否判定に用いる将来の営業損益及び割引前将来キャッシュ・フ

ローの見積りは、来店客数、店舗周辺環境の変化等に関する予測に影響を受けます。

これらの予測は不確実性を伴い、将来の予測不能な経営環境の変化などによって重要な影

響を受ける可能性があり、実際に発生した営業損益やキャッシュ・フローの金額が見積りと

異なる場合、翌事業年度の計算書類に重要な影響を与える可能性があります。
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３ 貸借対照表に関する注記

(1) 割賦払いによる所有権留保資産

割賦払いにより購入し、所有権が留保されている資産及び未払金残高は次のとおりです。

所有権が留保されている資産

建物 81,549千円

構築物 476千円

計 82,026千円

未払金 60,428千円

長期未払金 108,237千円

(2) 有形固定資産の減価償却累計額 3,454,956千円

４ 損益計算書に関する注記

減損損失について

店舗及び賃貸物件について、その帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減

損損失（336,534千円）として特別損失に計上しております。

その内訳は、建物291,272千円、構築物18,922千円、工具、器具及び備品26,339千円で

あります。

５ 株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 発行済株式の種類及び総数に関する事項

株式の種類
当事業年度期首
株式数(株)

当事業年度
増加株式数(株)

当事業年度
減少株式数(株)

当事業年度末
株式数(株)

普通株式 3,660,400 ― ― 3,660,400

(2) 自己株式に関する事項

株式の種類
当事業年度期首
株式数(株)

当事業年度
増加株式数(株)

当事業年度
減少株式数(株)

当事業年度末
株式数(株)

普通株式 597,779 ― 7,200 590,579

(注) 当事業年度末の自己株式数には、「株式給付信託（Ｊ－ＥＳＯＰ）」導入において設定した株式会社日本カスト

ディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式189,700株が含まれております。

(3) 剰余金の配当に関する事項

① 配当金支払額

該当事項はありません。

② 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

該当事項はありません。
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６ 税効果会計に関する注記

繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

賞与引当金 19,760千円

退職給付引当金 226,846千円

役員退職慰労引当金 12,892千円

減損損失 246,425千円

資産除去債務 25,801千円

未払法定福利費等 23,740千円

税務上の繰越欠損金 682,145千円

その他 17,396千円

繰延税金資産小計 1,255,008千円

税務上の繰越欠損金に係る評価性引当額 △682,145千円

将来減算一時差異等の合計に係る評価性引当額 △572,863千円

評価性引当額小計 △1,255,008千円

繰延税金資産合計 ―千円

繰延税金負債

建設協力金 4,105千円

その他 4,882千円

繰延税金負債合計 8,987千円

繰延税金負債の純額 8,987千円

７ リースにより使用する固定資産に関する注記

貸借対照表に計上した固定資産のほか、電子計算機等の一部及び事務機器の一部について

は所有権移転外ファイナンス・リース契約により使用しております。

８ 金融商品に関する注記

(1) 金融商品の状況に関する事項

① 金融商品に対する取組方針

当社は、資金運用については、資金予算及び計画の範囲内で安全性の高い短期的な預

金、金融資産等に限定し、投機的な取引は行わない方針であります。また、資金調達に

ついては、主として銀行等金融機関からの借入による方針であります。
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② 金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

投資有価証券は、満期保有目的の債券であり、市場価格は変動リスクや発行体の信用

リスクに晒されております。当該リスクに関しては、安全性の高い債券のみを対象とし

ているため、信用リスクは僅少であり、定期的に時価を把握しております。

債権である売掛金、未収入金、長期貸付金及び差入保証金は、取引先の信用リスクに

晒されております。当該リスクに関しては、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行う

とともに、主な取引先の信用状況について定期的に把握する体制をとっております。

営業債務である買掛金、未払金は原則として２か月以内の支払期日となっており、財

経部が管理する体制をとっております。

長期借入金（原則として５年以内）は主に運転資金及び設備投資に係る資金調達であ

ります。

長期未払金は主に設備の購入に係るものであります。金利変動リスクを回避するた

め、固定金利を選択しております。

長期預り保証金は賃貸借契約により預る保証金であり、無金利であります。

なお、営業債務や借入金及び長期未払金は、流動性リスクに晒されておりますが、財

経部が資金繰り計画を作成・更新することなどにより、流動性リスクを管理しておりま

す。

③ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価の算定においては、変動要因を織り込んでいるため、異なる前提条件

等を採用することにより、当該価額が変動することもあります。

(2) 金融商品の時価等に関する事項

2024年２月29日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のと

おりであります。
（単位：千円）

貸借対照表計上額 時価 差額
(1)投資有価証券 200,000 198,147 △1,853
(2)長期貸付金 ※2 48,430 48,448 18
(3)差入保証金 610,335 581,679 △28,656

資産計 858,766 828,275 △30,491
(1)長期借入金 ※2 1,339,768 1,339,001 △766
(2)長期未払金 ※2 171,371 172,570 1,198
(3)長期預り保証金 48,678 46,314 △2,363

負債計 1,559,817 1,557,886 △1,931
※1 「現金及び預金」「売掛金」「未収入金」「買掛金」「未払金」「未払法人税等」「未払消費税等」については、現

金であること、及び短期間で決済されるため時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略して
おります。

※2 １年内回収予定長期貸付金（貸借対照表上は、流動資産「その他」に8,249千円が含まれております）、１年
内返済予定長期借入金、１年内返済予定長期未払金（貸借対照表上は、流動負債「未払金」に60,428千円が含
まれております）は、それぞれ、長期貸付金、長期借入金、長期未払金に含めて表示しております。
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(3) 金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に係るインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以

下の３つのレベルに分類しております。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形

成される当該時価の算定の対象となる資産又は負債に関する相場価格
により算定した時価

レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット
以外の時価の算定に係るインプットを用いて算定した時価

レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのイ

ンプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定における優先順位が最も低いレベル
に時価を分類しております。

時価で貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品 （単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
有価証券及び投資有価証券
満期保有目的の債券
国債・地方債等 ― ― ― ―
社債 ― 198,147 ― 198,147
その他 ― ― ― ―

長期貸付金 ― 48,448 ― 48,448
差入保証金 ― 581,679 ― 581,679

資産計 ― 828,275 ― 828,275
長期借入金 ― 1,339,001 ― 1,339,001
長期未払金 ― 172,570 ― 172,570
長期預り保証金 ― 46,314 ― 46,314

負債計 ― 1,557,886 ― 1,557,886
(注）時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
有価証券及び投資有価証券

社債の時価は、取引金融機関から提示された価格により算定しており、レベル２の時
価に分類しております。

長期貸付金、並びに差入保証金
これらの時価は、一定の期間ごとに区分した債権ごとに、将来キャッシュ・フローの

合計額を期末日直近の国債の利回りで割引いた現在価値により算定しており、レベル２
の時価に分類しております。

長期借入金、並びに長期未払金
これらの時価は、元利金の合計額を、同様の新規借入又は割賦取引を行った場合に想

定される利率で割引いた現在価値により算定しており、レベル２の時価に分類しておりま
す。

ただし変動金利による長期借入金については、金利が一定期間ごとに更改される条件
となっているため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから当該帳簿価額によっておりま
す。

長期預り保証金
長期預り保証金の時価は、一定の期間ごとに分類し、将来キャッシュ・フローの合計

額を期末日直近の国債の利回りで割引いた現在価値により算定しており、レベル２の時
価に分類しております。
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９ 賃貸等不動産に関する注記

賃貸等不動産の総額に重要性が乏しいため、注記を省略しております。

10 関連当事者との取引に関する注記

該当事項はありません。

11 収益認識に関する注記

(1) 顧客との契約から生じる収益を分解した情報

業態 金額（千円）
ザめしや 3,836,796
街かど屋（ザめしや24） 4,155,707
讃岐製麺 1,119,073
めしや食堂 825,135
その他 489,528

顧客との契約から生じる収益 10,426,241
その他の収益 ―
外部顧客への売上高 10,426,241

(2) 顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報

注記事項「１ 重要な会計方針」の「(4)収益及び費用の計上基準」に記載のとおりであり

ます。

12 １株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 409円56銭

(2) １株当たり当期純損失 239円80銭

(注) 株主資本において自己株式として計上されている株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）に残存する自社

の株式は、１株当たり当期純利益又は１株当たり当期純損失の算定上、期中平均株式数の計算において控除

する自己株式に含めており、また、１株当たり純資産額の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株

式数に含めております。

13 重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。
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会計監査人の監査報告書

独立監査人の監査報告書
2024年４月11日

株式会社ライフフーズ

取 締 役 会 御 中

仰星監査法人

大阪事務所

指定社員
業務執行社員

公認会計士 池 上 由 香

指定社員
業務執行社員

公認会計士 芝 﨑 晃

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社ライフフーズの2023年３月１日か

ら2024年２月29日までの第38期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動
計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。

当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているも
のと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の

基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査
法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのそ
の他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手
したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し

開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用にお
ける取締役の職務の執行を監視することにある。

当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人は
その他の記載内容に対して意見を表明するものではない。

計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その
他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討
すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を
払うことにある。

当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その
事実を報告することが求められている。

その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作

成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し
適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切で
あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に
関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することに
ある。
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計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要

な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に
対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集
計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判
断される。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業
的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応し

た監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基
礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統
制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積り
の合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査
証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が
認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告
書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記
事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人
の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継
続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書
類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部
統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について
報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ
と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するた
めにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上

― 25 ―

2024年04月17日 13時57分 $FOLDER; 25ページ （Tess 1.50(64) 20230919_01）



監査等委員会の監査報告書

監 査 報 告 書

当監査等委員会は、2023年３月１日から2024年２月29日までの第38期事業年度の取締役

の職務の執行について監査いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いた

します。

1. 監査の方法及びその内容

監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する

取締役会決議の内容並びに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システ

ム）の状況について取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的

に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明するとともに、下記の方法で監

査を実施しました。

(1) 監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部統制部門と連

携のうえ、重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行に関する事

項の報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主

要な事業所において業務及び財産の状況を調査しました。

(2) 会計監査人が独自の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しておるかを監視及び

検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に

応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われること

を確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する

品質管理基準（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知

を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類(貸

借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表)について検討いたしま

した。

― 26 ―

2024年04月17日 13時57分 $FOLDER; 26ページ （Tess 1.50(64) 20230919_01）



2. 監査の結果

(1) 事業報告等の監査結果

一 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示し

ているものと認めます。

二 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な

事実は認められません。

三 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、

当該内部統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行につい

ても、指摘すべき事項は認められません。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果

会計監査人仰星監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

取締役候補者は当社の取締役（監査等委員である取締役を除く）選任方針に合致す

るものであり、その資質・実績面から勘案して適任である旨、また当事業年度の報

酬等の額は当社役員報酬の方針に則ったものであり、同業他社水準や当社の業績動

向を勘案して適切である旨、全員意義なく、この取締役（監査等委員である取締役

を除く）候補者案及び報酬等に対して監査等委員会として会社法第342条の２第４項

及び第361条第６項に基づく意見陳述権を行使しない旨の答申をすることを決定し

た。

2024年４月15日

株式会社ライフフーズ 監査等委員会
監査等委員 新 家 祥 孝 ㊞
監査等委員 柴 田 昇 ㊞
監査等委員 長 澤 哲 也 ㊞

（注）監査等委員柴田昇及び長澤哲也は会社法第２条第15号及び第331条第６項に規定する社外取締役であります。

以 上
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株主総会参考書類

第１号議案 資本準備金及び利益準備金の額の減少並びに剰余金の処分の件

当社は、現在生じている繰越利益剰余金の欠損額を補填し財務体質の健全化を図ることを

目的として、会社法第448条第 1 項の規定に基づく資本準備金及び利益準備金の額の減少並

びに会社法第452条の規定に基づく剰余金の処分を実施したいと存じます。

１．資本準備金及び利益準備金の額の減少の要領

(1) 減少する準備金の額

資本準備金1,537,526,500円のうち232,075,513円を減少し1,305,450,987円といたし

ます。

利益準備金12,000,000円を全額減少いたします。

(2) 準備金の額の減少の方法

減少する資本準備金の額232,075,513円の全額をその他資本剰余金、利益準備金の額

12,000,000円の全額を繰越利益剰余金に振り替えることといたします。

(3) 効力発生日

2024年５月23日（予定）

２．剰余金の処分の要領

(1) 減少する剰余金の額

その他資本剰余金 1,121,876,922円

別途積立金 146,000,000円

(2) 増加する剰余金の額

繰越利益剰余金 1,267,876,922円

(3) 効力発生日

2024年５月23日（予定）
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第２号議案 取締役（監査等委員である取締役を除く。）３名選任の件

取締役（監査等委員である取締役を除きます。以下、本議案において同じです。）全員（３

名）は本総会の終結の時をもって任期満了となりますので、取締役３名の選任をお願いする

ものであります。

なお、本議案については、監査等委員会から全ての取締役候補者について適任である旨の

意見を得ています。

取締役候補者は次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
（生年月日）

略歴、当社における地位、担当
及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

所 有 す る
当社の株式数

１

おおひら つよし

大平 毅

(1957年３月６日)

1989年12月 イナカフーズ入社 14,200株
1990年６月 イナカフーズ退社

1990年７月 エル・フーズ株式会社(現 株式会社ライフフー

ズ)入社

1999年３月 営業第二事業部長

2000年３月 執行役員営業第一事業部長

2001年６月 執行役員人総部長

2002年４月 常務執行役員営業推進本部長

2002年５月 常務取締役兼執行役員営業推進本部長

2003年12月 常務取締役兼執行役員営業本部長

2005年７月 常務取締役兼執行役員営業本部長兼ＦＦ事業部

長

2009年４月 常務取締役兼執行役員営業本部長兼ＦＦ事業部

長兼商品部長

2013年５月 代表取締役社長兼執行役員営業本部長兼ＦＦ事

業部長

2018年５月 代表取締役社長兼執行役員兼ＦＦ事業部長

2019年９月 代表取締役社長兼執行役員

2020年10月 代表取締役社長兼執行役員管理本部長兼開発建

設部長兼業態開発部長（現任）

取締役選任の理由

同氏は、当社における豊富な業務経験と、会社経営に関する資質と見識を有しております。2013年から

は当社代表取締役としてリーダーシップを発揮し、当社の経営を牽引、事業の発展に尽力してまいりまし

た。その豊富な経験と見識は、今後の持続的な企業価値向上のために必要であると判断し、引き続き取締

役候補者といたしました。
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候補者
番 号

氏 名
（生年月日）

略歴、当社における地位、担当
及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

所 有 す る
当社の株式数

２

すがもと よしひろ

菅本 祥宏

(1969年８月21日)

1988年４月 エル・フーズ株式会社(現 株式会社ライフフー

ズ)入社
2,600株

2000年３月 営業本部第三事業部ディストリクトマネージャ

ー（課長）

2002年２月 営業推進本部特対事業部次長

2003年12月 営業本部商品部次長

2007年12月 営業本部店舗運営部次長

2009年４月 営業本部商品部次長

2015年４月 営業本部商品部長

2018年５月 取締役兼営業本部長兼営業本部商品部長

2019年９月 取締役兼営業本部長兼営業本部商品部長兼ＦＦ

事業部長（現任）

取締役選任の理由

同氏は、店舗運営、メニュー開発、購買部門の責任者を務め、売上と利益の拡大に貢献してまいりまし

た。その豊富な経験と見識は、今後の持続的な企業価値向上のために必要であると判断し、引き続き取締

役候補者といたしました。

３

しみず てつじ

清水 哲二

(1971年８月25日)

2000年１月 株式会社ライフビューティー入社

営業部部長代理
20,000株

2002年９月 同社代表取締役社長（現任）

2006年７月 株式会社ライフビューティープロダクツ

代表取締役社長（現任）

2018年５月 当社取締役（現任）

取締役選任の理由

同氏は、経営者としての豊富な経験と高い見識を有しており、客観的な経営者視点から当社の事業の発

展に尽力してまいりました。その豊富な経験と見識は、今後の持続的な企業価値向上のために必要である

と判断し、引き続き取締役候補者といたしました。

(注)1. 各候補者と当社との間に、特別の利害関係はありません。

(注)2. 当社は保険会社との間で、取締役を被保険者として、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責

任保険契約を締結しており、当該契約を継続し更新する予定であります。各候補者が選任された場合には

各氏は当該契約の被保険者となります。当該契約は、取締役がその職務の執行に関し、保険期間中に、当

社並びに株主、投資家及び従業員その他第三者から損害賠償請求等を受けた場合において、損害賠償金・

訴訟費用等を負担することによって被る損害を当該保険契約により填補することとしております。なお、

保険料は特約部分も含め全額当社負担としており、被保険者の実質的な保険料負担はございません。

(注)3. 当社は、非業務執行取締役である清水哲二氏との間で会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条

第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、

法令に定める限度額といたします。また、同氏の再任が承認された場合、同氏との間で当該契約を継続す

る予定であります。
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【ご参考】取締役候補者及び監査等委員である取締役に関するスキル・マトリックス

氏 名 地 位 経営
営業・

マーケティング
財務・会計

人事・労務・

人材開発

法務・

コンプライアンス・

リスク管理

ESG・

サステナビリティ

IT・

デジタル

大平 毅 代表取締役社長 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

菅本 祥宏 取締役 ○ ○ ○ ○

清水 哲二 取締役 ○ ○ ○

新家 祥孝
取締役

（常勤監査等委員） ○ ○

柴田 昇
社外取締役
（監査等委員） ○ ○

長澤 哲也
社外取締役
（監査等委員） ○

以 上

― 31 ―

2024年04月17日 13時57分 $FOLDER; 31ページ （Tess 1.50(64) 20230919_01）



↑
至
箕
面
萱
野 国

道

号

新
御
堂
筋

北
大
阪
急
行
電
鉄

地
下
鉄
御
堂
筋
線

江
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りそな銀行

池田泉州銀行

東急ＲＥＩホテル

ハンズ

大同生命ビル

内環状線

江坂公園

三菱ＵＦＪ銀行

江坂ＮＫビル（旧ＳＲビル江坂）
５階

株主総会会場

425

ＧＳ

至
梅
田
↓

株主総会会場ご案内図

会場 大阪府吹田市江坂町１丁目13番41号 江坂ＮＫビル５階（旧ＳＲビル江坂）
ＪＥＣ日本研修センター ５Ａ－２会議室

電話 06－6338－8331（代表）
交通 地下鉄御堂筋線「江坂」駅下車１番出口徒歩５分

（駐車場の準備はいたしておりませんので、ご了承のほどお願い申しあげます。）
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